
事業実施写真について（消耗品・印刷物） 

1．消耗品について  

備品要素の強いもの(椅子や机、健康体操ゲーム、ベスト等)は写真を撮っておいてください。

撮るときには、その数量がわかるようにしてください。（備品と同じ要領です） 

また、実際に使用しているところも撮っておくと、実施内容が詳しくわかります。 

 

(例) 椅子 20 個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）椅子 20 個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入したものの数を確認できるように撮る。 

購入したものを使用しているところを撮る。（使用ごとに写真を撮ると、活用状況もわかりやすい！） 

梱包してあるものは出して、中身と数量がわかるようにしてから撮る。 

梱包（箱）が複数あるときは、梱包の一つを全て出し、2つ目

以降の梱包（箱）の数が分かるように撮影するのも OKです。 

ポイントは、「全体の数がわかるように撮ること」です！ 

使用中！ 



（例）ベストやジャンパーなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）幟や看板など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量がわかるように、どのようなものかがわかるように撮る。 使用中！ 

胸ロゴ 背中ロゴ 

ベスト等に入れたナンバーや、まちづくり会議名のロゴも見えるように撮る。 

ベストやジャンパー等は、申請時にメンバーの名簿が必要です。 

また、個人所有と区別がつきにくいので、会議名等を入れて下さい。 

個人ではなくまちづくり会議で管理を行うようにお願いします！ 

数量がわかるように撮る。 会議名を入れる。 作業状況や設置状況が分かる写真も！ 



２．印刷物について  

印刷物（チラシやポスター、パンフレット等）について、納品時の写真を撮っておくとよい

です。また、実施報告時には印刷物の原本か写真を提出してください。 

印刷物には、まちづくり会議が中心となって行っている取組であることを入れてください。 

 

（例）冊子（納品時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）チラシ（内容・原本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのくらいの枚数

（部数）が納品され

たのかがわかるよ

う、全体を撮る。 

一把あたりの枚数

や部数が書いてあ

れば写しておいて、

それが何把あるか

がわかるように撮

るのもよい。 

原本（実物）か、写

真を提出する。裏面

もあるチラシであ

れば、裏面も写真に

撮る。 



事業報告提出例 

 

 

 

実施内容や活動状況を 

しっかり記録すること 

がポイントです！！！ 


